
 

  国連事務総長閣下、国連総会議長閣下、ＵＮ Ｗomen事務局長閣下、ご来場の皆さん、

今日私たちは”HeForShe”というキャンペーンを発表します。  

 

皆さんにお願いがあります。皆さんの助けが必要なのです。私たちは男女差別を終わらせ

ようと願っています。そのためには全ての人が関わらなければいけません。  

この種のキャンペーンは国連では初めての試みです。私たちは出来るだけ多くの男性、男

子にジェンダー平等を呼び掛けてもらうよう、取り組んでいこうと思っています。  

そして私たちはその問題を単に話し合うだけではなく、実現しようとしています。  

 

６ヵ月前、私は ＵＮ Ｗomen 親善大使に任命されました。それ以来、私がフェミニズ

ムについて語れば語るほど女性権利の戦いが"男性嫌悪”と同義語になっていると思うよう

になりました。確実に私が言えることがあるとすればこんなことは終わらせなければなり

ません。  

 

実際にはフェミニズムの定義は「男性、女性が同じ権利と機会を持つこと」「政治的、

経済的、社会的平等についての理論」となっています。  

私はずっと昔にジェンダーに起因した疑問を感じるようになりました。  

８歳の時、私は”Bossy”（生意気）と呼ばれ困惑しました。私たちの両親に見せるお芝居を

私が仕切ろうとしたからです。でも男の子はそんな呼ばれ方はしませんでした。  

私が１４歳の時、ある種のメディアによって私は性的対象にされるようになりました。  

１５歳の時、私の女子の友人たちはスポーツをやめるようになりました。筋肉質になるの

が嫌だったのです。  

１８歳になると男子の友人たちは自分たちの感情を表現できなくなりました。  

私はフェミニストになると決め、それは難しい事ではないだろうと思っていました。  

しかし、調べてみるとフェミニズムは人気のない言葉だったのです。女性たちは自分達を  

フェミニストと認識されないことを選択しています。  

その見た目からわたしはこう見られています。”表現が強すぎる”、”攻撃的すぎる”、”孤立し

ている”、”男嫌い”、”魅力がない”と。  

 

フェミニズムという言葉のどこが、居心地が悪いのでしょう？  

私はイギリスに生まれ、女性が男性と同じ賃金をもらう事は正しいと考えます。自分自身

の体について自分で決定を下せると考えています。（拍手）自国の政策、意思決定に私を

代表して女性が参加する事は正しい事だと考えます。  

男性と同等の社会的尊敬を受けることは正しいことだと考えます。  



しかし、悲しいことにこの世界には全ての女性かこのような権利をもつ国は一つもあり

ません。世界のどの国もジェンダー平等を達成したとは言えないのです。  

私はこれらの権利を人権と考えます。しかし私は幸運な一人です。私の人生は本当に恵ま

れています。私が娘だったからと言って両親の愛情を受けられなかったことはありません。

学校は私が女の子だからといって制約を課しませんでした。私に助言してくれた人はいず

れ出産するのだから何もするなとは考えませんでした。  

 

こうした人々は今の私を形作ってくれたジェンダー平等の使者なのです。彼等は気付か

ないかもしれません。しかし、彼等は無意識のフェミニストなのです。そのような人々が

もっと必要です。もしあなたがフェミニズムという言葉がそれでも嫌いなら、その単語自

体が大切なのでなくその中にある考え方や思いが重要だということです。全ての女性が私

と同じような権利を享受しているわけではありません。実際には、統計的にはほんの僅か

な数なのです。  

 

１９９７年の北京でヒラリー・クリントン氏が女性の権利について有名なスピーチを行

いました。悲しいことに彼女が変えようとした多くの事は現在でも達成されていません。  

しかし、私にとってもっとも衝撃的だったのは会議への男性参加者が３割以下だったこと

です。一方の人々が会議に参加しないでどうして世界を変えられるのでしょう。  

 

男性のみなさん、この場を借りて皆さんを正式に招待します。（拍手）  

ジェンダー平等はあなた方の問題でもあると。今日まで私の父の役割が軽んじられてきた

のをこの目にしてきました。母と同様に大切であるにもかかわらず。  

多くの若い男性を目にしました。「男らしくない」とみられる恐怖から精神を患い、しか

し、支援は受けないのです。  

実際に英国では２０歳～４９歳の男性の死亡原因のトップは自殺です。交通事故、ガン、

心臓疾患を凌いでいます。男性としての成功を形作る意識が男性を傷つけ、不安にさせる

姿を目にしてきました。男性もまた平等の恵みを受けていないのです。ジェンダーの固定

観念に囚われている男性については、私たちは多くを語りません。しかし男性が固定観念

から自由になれば女性にとっても自然に世界は変わるのです。もし男性が男性として認め

られるために攻撃的になる必要がなければ女性も服従する必要はないでしょう。  

もし男性が管理する必要がなければ女性が管理されることもないでしょう。男女とも繊細

でいられる自由があり、男女とも強くいられる自由があるのです。  

 

今こそ、ふたつの考え方の対立ではなく、ジェンダーを広い視点でとらえる時なのです。

（拍手）私たちは違うという定義づけをやめ、”私たちは誰なのか”を自分自身で定義すれば

私たちはもっと自由になれるのです。それこそが”HeForShe”そのものなのです。これは自



由であることなのです。私は男性にこの考え方を身につけて欲しいと思います。彼らの娘、

姉妹、母が偏見から自由になれるように。彼らの息子が傷つきやすくても人間らしくいら

れるように。彼等が忘れ去ったこれらの部分を再生し、そうすることでより真に完全な自

分自身でいられるように。  

 

「ハリー・ポッター」に出ていたこの女の子は誰だ？と思っているかもしれません。「国

連で一体何をしているんだ」と。  

これは良い質問です。私も自分自身に問いかけています。分かっていることは、これは

私にとって重要な問題だということです。そして私はより良い世界を築きたいのです。  

私が見てきたことをこの機会に発言する事が私の使命だと感じています。  

イギリスの政治家エドマンド・バーグがこう言っています。「悪が勝利するのは簡単で、

善良な男女が何もしないだけでいい」  

 

このスピーチでの不安、そして自分の疑いに対し、こう自分に言い聞かせます。  

「私でなければ － 誰が？」「今でなければ － いつ？」  

もし皆さんが自分を疑うような場面に出会ったら、この言葉を思い出してくれればと思

います。何故なら、現実は今何もしなければジェンダー平等達成には７５年の歳月がかか

り、女性が男性と同仕事で同じ賃金を受ける時には私は１００歳になってしまいます。  

１,５５０万の女の子が子どものままでこの１６年で結婚させられます。今のままではア

フリカの農村に暮らす全ての女の子が中学校に通えるようになるには２０８６年までかか

ってしまいます。  

 

もし皆さんが平等を信じるのなら、皆さんは先ほど私がお話した無意識のフェミニスト

です。そして私は皆さんを称賛します。  

私たちは共通の言葉で苦労しています。しかし、良い知らせは、私たちは連帯したムーブ

メントを持っているという事です。それを HeForShe と呼びます。私は皆さんを一歩前へ

と誘います。声をあげるために、そしてみなさん自身が ”自分でなければ － 誰が？” 、”

今でなければ － いつ？” と問いかけられるように。  

 

ありがとうございました。 


